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３． 洪水予報作業環境の整備 

 

３－１ 洪水予報文等を作成するための支援システム 

都道府県と気象庁は、国土交通省および気象庁が整備した洪水予報文等を作成する

ための支援システム（以下、支援システム）等を利用することができる。このシステ

ムの利用にあたっては、国土交通省地方整備局等、管区気象台及び都道府県の三者で

利用に関する協定を締結するものとする。 

 

都道府県と気象庁は洪水予報の発表に際し、国土交通省と気象庁が整備した支援システ

ム等を利用することができる。このシステムの利用にあたっては、国土交通省地方整備局等、

管区気象台及び都道府県の三者で、利用に関する協定を締結し次の項目を定めておくもの

とする。 

 

① 目的 

② システムの利用 

③ システムに関する問い合わせ先 

④ 費用負担 

⑤ その他必要な事項 

 

 

３－２ 支援システムの利用にあたって設定するべき事項 

支援システムを利用するためには、以下の事項を設定する必要がある。地方整備局

等や気象台が管理するシステムについては、それぞれの機関に依頼して必要な設定を

行うものとする。なお、変更があった場合には、適切に更新する必要がある。 

 

【地方整備局等設定項目】 

・ 予報区域名・コード 

・ 担当官署名・コード 

・ 基準水位（流量）観測所名・コード、各種メタデータ 

・ 河川コード 

 

【気象台設定項目】 

・ 流域雨量地域名・コード 

 

【都道府県設定項目】 

・ その他 

 

 


